
スマートモビリティチャレンジ2022（地域新MaaS創出推進事業）
自動運転レベル4等先進モビリティサービス研究開発・社会実装プロジェクト

地域新ＭａａＳ創出推進事業/
自動運転車両での複数サービス提供による収益・財源多角化検証 （愛媛県伊予市）

検
証
命
題

• 自動運転モビリティサービスとデジタル健康管理サービ
スの組み合わせにより､高齢住民の外出促進､ひいて
は健康増進効果が得られるか｡

• 自動運転モビリティサービスの持続的な運行に向けて､
地域住民や地域事業者との協力体制が構築できる
か｡

事
業
背
景
・
目
的

•高齢化・人口減少が進む中山間地域である愛媛県伊
予市双海地域において､自動運転モビリティサービスと､
デジタル健康管理サービスなどを組み合わせた実証実
験を行う｡

•地域の移動手段の持続可能性と地域住民の生活向
上・健康増進が両立し､「住み慣れた町で､住み続けら
れる町づくり」が実現されるよう検証を行う｡

実
証
実
験
内
容

実施内容：
・自動運転バスの実証運行
・デジタル健康管理サービスの提供
・自動運転を活用した各種付加サービスの展開
実施場所：伊予市双海地区（運行ルートは別紙）
実施期間：2022年9月13日〜10月8日

（自動運転バス運行）
2022年9月~2023年1月
（デジタル健康管理サービス）

想定利用者：双海地区住民
運行形態：定時定路線型・高頻度循環
運賃体系：無料（支払意思額の検証のため）

代
表
団
体

•BOLDLY株式会社

実
証
時
期

•2022年9月〜2023年1月

現
状
の
障
壁
や
課
題

•ターゲットとなる高齢者がアプリを活用してくれるか。
•デジタル健康管理サービスの提供が､外出増加にどれ
だけ寄与するか､行動変容に向けた施策をどうするか｡
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自動運転車両での複数サービス提供による収益・財源多角化検証 （愛媛県伊予市）

実証実験イメージ

「動く社交場」として賑わいを創出 周辺施設と協力してサービス提供

外出勧奨

スマホ健康相談

スマートウォッチ
で健康意識向上

車内での交流を促進

広告
動画

市内商店


